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高野地区まちづくり協議会だより

きずな
みんなで創ろう！あたたかさを感じられる住みよいまちづくり

14

「人のつながりのある住みよいまちをつくること」を「人のつながりのある住みよいまちをつくること」を

１月１9日（日）
『どんど焼き（あわんとり）』 開催

あ
わ
ん
と
リ

天気に恵まれ、多くの来場者が訪れました。

会場では地元の皆さんでイベント広場の整備、婦人会による豚汁、

まち協から‘丸餅’、屋台（出店）５店出店、チラシを配布したことも

あり多くの来場者で無病息災・家内安全をお祈りいたしました。

今年こいのぼりまつり２０周年を迎えます

「高野まちづくりの会」のこいのぼりまつりは、２０周年を迎えます。

「当会は“人のつながりのある住みよいまちをつくること”を目ざし活動

して参りました。次の３０周年を向けても地域の皆さまに求められる存在

で在り続けられるよう努力していきたいと思っています」とのことでした。

お誘い合わせの上来場をお待ちしています。

防犯啓発プレートを作成しました

高野地区まちづくり協議会松ケ丘地域部会

こいのぼりの掲揚期間 4月1２日（土）～5月５日（月）

(けやき台公園周辺、松ケ丘公園周辺、幸福の路)で掲揚

子どもが健やかに大きく育つように・・・

第20回高野こいのぼりまつりを５月３日（土・祝)開催
土

「ふるさ都市もりや朝市」は、地域資源の有効活用と

持続的な地域活性化させるために、開催している

朝市で地域住民と地域事業者の交流の機会をつなぐ

イベントです。

ふるさ都市もりや朝市〜わくわく満腹HAPPY DAYS〜

2月22日(土）・23日（日）の2日間、ジョイフル本田の

敷地（駐車場）で開催。晴天で朝から大盛況。

子連れファミリーが多く、子ども向けコーナーもたく

さんあり賑わっていました。

今後、災害時を想定すると、ジョイフル本田をはじめ

とする地域事業者との連携は重要と考えており、今後

も朝市を通して地域の関係づくりが築ければと考えて

います。

<主催：もりや循環型農食健協議会・ジョイフル本田＞

高野地区まちづくり協議会松ケ丘地域部会では、令和6年年度の活動と

して防犯啓発プレート（ラミネート、超広角反射素材用で耐侯実績10年以上）

を作成しました。防犯に不安を感じる

ことが多い昨今の社会情勢を鑑みて、

町内会ごとに実施している

防犯意識啓発の活動が

松ケ丘地地区全体に広がって

行く一助になれば幸いです。

ジョイフル本田(駐車場）は「ふるさ都市もりや朝市」に訪れた人で大賑わい



主催：守谷市社会福祉協議会高野支部

日 時 ： ３月２1日（金） 雨天中止

１3時半～１5時半 [13時受付開始]

場 所 ： ゲートボール場隣の空き地

             <お仏壇のはせがわ店の裏＞

対 象 ： ペタンクに興味のある方

主 催 ： 守谷市社会福祉協議会高野支部

協 力 ： 高野地区まちづくり協議会

守谷市シニアクラブ連合会
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申し込みは必要ありません。

当日、直接会場に動きやすい

服装でお越しください。

老若男女、初心者でも気軽に参加できるスポーツです。

健康づくり、仲間づくりを希望される方はこの機会に、ご参加ください。

ペタンクを楽しもう！

2月16日（日）、南守谷児童センター「ミ・ナーデ」で「こうや

食堂」が開催されました。このイベントは守谷市社会福祉協

議会高野支部が主催し、民生委員の協力で実現したもので、

昨年に続き2回目の開催となります。

地域食堂は、住民同士の絆を強め、孤独や孤食の問題を

解消する場として注目されています。参加者は料理を楽

しみながら、顔見知りや新しい仲間と自然に親しくなり、

地域全体の絆を深める大切な機会となっています。

イベントは午前11時半から午後1時半までの間、100名

以上が参加。子どもからお年寄りまで、世代を超えた笑

顔が広がり、温かな雰囲気の中で楽しいひとときが過ご

されました。

「こうや食堂」は、地域の人々が集まり、食事を通じて交流

を深める場です。今年は奄美群島の名物「鶏飯（けいはん）

」が振る舞われ、鶏肉、ご飯、ゆず、しいたけなどが絶妙に

絡み合い、参加者からは「おいしい！」との声があがりま

した。

「こうや食堂」、鶏飯で地域の絆を深める

主催：守谷市社会福祉協議会高野支部

ペタンク交流会

令和7年2月15日（土）そなエリア東京（東京臨海広域防災

公園：ゆりかもめ有明駅の隣接地）の防災体験施設の「東京

直下72h TOUR」に高野地区まちづくり協議会メンバー

18名が参加し、有意義な時間を過ごすことができました。

視察研修の概要は「大震災（最大震度7）発生の直近72時

間をいかにして自力で生き抜くか」を主題としたもので、

研修のスタートは大地震による想定被災現場を再現した

実物大のジオラマに音響・照明と映像で構成されたスタジ

オを順次回るシナリオとなっており事前に配布されたタブ

レットで各被災現場ごとに

掲示されたQRコードを読

み取り質問に回答していく

ことで見学者自身の防災

への知識とスキルアップ

を図る教材として仕組ま

れていました。

次は 「起震装置とARによる震度ごとの被災状況を疑似

体験」できる施設に続き「避難所設備の実物展示」 「防災

グッズ展示」などを見て触れる体験できる展示物満載で

さらに同施設内には国の「緊急災害現地対策本部」 が設

置される オペレーションルームも併設されており 2階の

見学窓から見える室内は映画・TVでの災害ドラマに登場

する対策本部と同等であることに驚嘆しました。

私も自分の住んでいる地域のハザードマップを確認した

り、備品のチェックをしなくては！具体的に何をすべきか、

何を準備するべきなのかを改めて考えることができる 、

非常に貴重な体験でした。

舗装したことにより水はけ、

使い勝手も良くなりました。

根切公民館の玄関周りを

コンクリート舗装。

根切地区の環境整備を行いました

令和７年２月１２日、根切地区のケヤキ17本の伐採・剪定。

地域連携事業として、地元の懸案事項だった「ケヤキの・伐採剪定」

を地域自治会と連携し実施しました。

防災施設視察研修
72時間どうする？

「そなエリア東京」に行ってきました!

起震装置 防災グッズ展示

緊急災害現地対策本部
オペレーションルーム

屋上からの景色

タブレットで回答

▲ 舗装前
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